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申請者氏名安藤侯平

植物の環境応答と生長の分子ﾒｶﾆｽﾞﾑを包括的に解明するために､ｼﾛｲﾇﾅｽﾞ

ﾅを材料として､効率良く様々な種類のcDNAを獲得可能な均-化cDNAﾗｲﾌﾞﾗﾘ

-をﾏｲｸﾛｱﾚｲ技術に適用し,系統的な遺伝子発現解析を行った｡

花序茎頂､菓､栄養生長期茎頂､根由来の均-化cDNAﾗｲﾌﾞﾗﾘ-を作製した｡

そして,均-化cDNAﾗｲﾌﾞﾗﾘ-由来の7914ｸﾛ-ﾝに関する塩基配列決定を行

い､独立した5722種類のcDNAを収集した｡つまり､均-化操作によりcDNA種が

効率良く収集できたことが示された｡次に､ cDNAﾏｲｸﾛｱﾚｲを作製し､ cDNA

ﾏｲｸﾛｱﾚｲ実験の信頼性が高いことを明らかとした｡

,植物器官における各遺伝子発現特異性を調べるために､ DNAﾏｲｸﾛｱﾚｲを利

用して､ 5241遺伝子の花､茎､菓､根に関する遺伝子発現解析を行った｡ﾍﾟｱﾜｲｽﾞ

ｺﾘﾚ-ｼｮﾝ法による解析を行った結果､遺伝子発現のﾌﾟﾛﾌｲ-ﾙにおいても花

と菓は最も近縁関係にあり､根は他の地上部3器官と比較して最も遠い関係にあるこ

とが支持された｡次に､ k-meansｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞ法により遺伝子を分類した結果,菓

で発現特異性が高い遺伝子群は､菓緑体移行ﾀﾝﾊﾟｸ質をｺ-ﾄﾞする遺伝子がその

40%を占めた｡さらに,根での発現特異性の高い遺伝子群では､分泌ﾀﾝﾊﾟｸ質をｺ

-ﾄﾞするものが35%を占めた｡器官における遺伝子の発現特異性が包括的ﾚﾍﾞﾙにお

いても細胞や組織の生理特性を反映したものであることを確認した｡

環境応答における遺伝子発現ﾈｯﾄﾜ-ｸの解析の例として､植物の芽生えにおけ

る光環境応答に注目し解析を進めた｡遠赤色光高照射反応(FR-HR)の光応答初期にお

ける系統的な遺伝子発現に関して､ﾌｲｺｼｱﾉﾋﾞﾘﾝ(PCB)をﾌｲﾄｸﾛﾑ発色団

に持つ発色団改変植物体(pcyAl)とphyA変異体を材料として遺伝子発現の比較解析

を行った｡暗所芽生えに`730､ 715､ 695nmの単色光を間軟照射した植物体の系統的

な遺伝子発現解析の結果､ pcBを発色団とするphyAは､波長特性は短波長側に移行

させることで､下流遺伝子群に正常なｼｸﾞﾅﾙ伝達を起こすことが明らかとなった｡

これまでのPCYAlの勝軸伸長抑制を生理的に調べた表現型観察の結果､すなわちpcB

を発色団とするphyA分子種によって引き起こされる生理応答の波長域が短波長側に

移行することが分子ﾚﾍﾞﾙからも確認された｡さらに,勝軸伸長抑制のFR_Hmとは

異なる挙動の遺伝子群の存在を同定することができた｡すなわち､ﾏｲｸﾛｱﾚｲを

用いた包括的手法により植物の光応答に対する全体像の知見を得ることができた｡

以上のことから､ cDNAﾏｲｸﾛｱﾚｲを用いた系統的な遺伝子発現解析は､生理

現象に反映した遺伝子の発現様式の知見を得ることが可能であり､また､生理表現型

のみでは発見が困難な遺伝子発現制御に関する知見の蓄積にも有効であることが明ら
かになった｡



論文審査結果の要旨

申請者氏名安藤候平

本研究論文は､植物の環境応答と生長に関する分子ﾚﾍﾞﾙでの包括的理解のために､

ﾓﾃﾞﾙ植物であるｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅを用いて､系統的な遺伝子発現解析技術を確立し､

植物の生長における遺伝子発現制御に関する解析を行い､その有効性に関して議論し

たものである｡

系統的な発現解析技術として､均-化cDNAﾗｲﾌﾞﾗﾘ-を適用したcDNAﾏｲｸ

ﾛｱﾚｲ系を構築したo均-化cDNAﾗｲﾌﾞﾗﾘ-を利用することで､効率良く様々

なcDNA種を獲得できることを明らかにした｡このことは､短時間に多くのcDNA種

を持っcDNAﾏｲｸﾛｱﾚｲ系の構築が可能であり､塩基配列情報などが乏しい植物

種を解析する場合の基礎的な知見となる｡

開発したcDNAﾏｲｸﾛｱﾚｲを利用して､植物の各器官の遺伝子発現解析を行う

ことで､植物の全体像を捉え､従来の個別解析では証明できなかった知見を得ること

が可能であったoまた､各器官で特異的に発現する遺伝子も迅速に収集することが可

能であった｡このことは､ cDNAﾏｲｸﾛｱﾚｲが全体像を捉えることに有効である

とともに､遺伝子同定を行う場合にも優れた解析技術であることが示されており､こ

れは今後の様々な研究に応用可能な基盤的な知見と言える｡

ﾌｲﾄｸﾛﾑ発色団改変型植物体を用いたFRIHJRの解析から､生理表現型と系統

的な遺伝子発現解析結果の高い相関性が確認された｡さらに､系統的な遺伝子発現解

析を行うことで､光環境応答における遺伝子発現制御の巧みな分子機構の存在も示唆

された｡つまり､ cDNAﾏｲｸﾛｱﾚｲ解析は､植物の環境応答､生理応答を包括的

に解析可能であることが示された点は意義深い｡また､従来遺伝学的に解析されてい

る生理表現型に加えて､系統的な遺伝子発現解析により､植物の環境応答､生理応答

における情報伝達系の遺伝的な関係の知見を得たことは､植物科学における成果とし

て評価できる｡

以上のように､本論文は､植物の環境応答と生長における遺伝子発現制御の全体像

に関して､系統的な遺伝子発現解析技術を確立後､実際に器官特異的遺伝子と光環境

応答遺伝子の解析を通して､新たな知見を見出したものであり､学術上､応用上貢献

するところが少なくない｡よって審査委員-同は,本論文が博士(ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ)

の学位論文として価値あるものと認めた｡


